
(57)【要約】

【課題】高保磁力の磁気媒体が汎用の記録ヘッドを用い

て、かつ付加的な局所的加熱なしに記録され得るような

、情報を記憶するための磁気媒体を提供する。

【解決手段】少なくとも２種の互いに結合された材料Ａ

および材料Ｂを有しており、ただし材料Ａは硬磁性材料

であり、材料Ｂが、磁界中でメタ磁性挙動を有する材料

であり、ただし該材料のメタ磁性挙動は、０～１０Ｔｅ

ｓｌａの外部磁界の繰り返された通過の後でも、３Ｔｅ

ｓｌａよりも下の少なくとも１つの所定の磁界強度にお

いて、過比例的でありかつ正の湾曲を有する、磁界に関

連した磁化の増大が発生することにある。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も ２ 種 の 互 い に 結 合 さ れ た 材 料 Ａ お よ び 材 料 Ｂ を 有 し て お り 、 た だ し 材 料 Ａ は
硬 磁 性 材 料 で あ る 、 情 報 を 記 憶 す る た め の 磁 気 媒 体 に お い て 、 材 料 Ｂ が 、 磁 界 中 で メ タ 磁
性 挙 動 を 有 す る 材 料 で あ り 、 た だ し 該 材 料 の メ タ 磁 性 挙 動 は 、 ０ ～ １ ０ Ｔ ｅ ｓ ｌ ａ の 外 部
磁 界 の 繰 り 返 さ れ た 通 過 の 後 で も 、 ３ Ｔ ｅ ｓ ｌ ａ よ り も 下 の 少 な く と も １ つ の 所 定 の 磁 界
強 度 に お い て 、 過 比 例 的 で あ り か つ 正 の 湾 曲 を 有 す る 、 磁 界 に 関 連 し た 磁 化 の 増 大 が 発 生
す る こ と に あ る こ と を 特 徴 と す る 、 情 報 を 記 憶 す る た め の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 材 料 Ｂ が 、 一 次 ま た は 二 次 の 、 磁 界 に よ り 誘 導 さ れ た 相 転 移 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記
載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 材 料 Ｂ が 、 ２ ５ ０ Ｋ ～ ４ ０ ０ Ｋ の 温 度 範 囲 で 、 磁 気 秩 序 の 変 化 を 伴 う 少 な く と も １ つ の
相 転 移 を 有 し て お り 、 該 相 転 移 の 転 移 温 度 が 、 外 部 磁 界 に よ っ て 少 な く と も １ Ｋ ／ Ｔ ｅ ｓ
ｌ ａ だ け 可 変 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 材 料 Ｂ の 少 な く と も ２ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 １ Ｋ ～ ３ ５ ０ Ｋ の 温 度 範 囲 に お け る 少 な く と も １
つ の 所 定 温 度 で 磁 気 秩 序 を 有 す る 元 素 か ら 成 っ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 材 料 Ｂ が 、 ホ イ ス ラ 合 金 、 マ ン ガ ネ ー ト ま た は ラ ン タ ネ ー ト を 主 体 と し て い る 、 請 求 項
１ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 材 料 Ｂ が 、 最 大 １ ０ ａ ｔ ． ％ ま で の 組 成 の バ リ エ ー シ ョ ン に よ っ て 相 Ｙ Ｃ ｏ ２ を 主 体 と
し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 材 料 Ｂ が 、 最 大 １ ０ ａ ｔ ． ％ ま で の 組 成 の バ リ エ ー シ ョ ン に よ っ て ｘ ＞ ０ ． ８ を 有 す る
相 Ｇ ｄ ５ （ Ｓ ｉ ｘ Ｇ ｅ １ － ｘ ） ４ を 主 体 と し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ８ 】
　 材 料 Ｂ が 、 最 大 １ ０ ａ ｔ ． ％ ま で の 組 成 の バ リ エ ー シ ョ ン に よ っ て ｘ ＜ ０ ． ２ を 有 す る
相 Ｈ ｆ １ － ｘ Ｔ ａ ｘ Ｆ ｅ ２ を 主 体 と し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 材 料 Ｂ が 、 最 大 １ ０ ａ ｔ ． ％ ま で の 組 成 の バ リ エ ー シ ョ ン に よ っ て 相 Ｎ ｉ ２ Ｍ ｎ Ｇ ａ を
主 体 と し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 材 料 Ｂ の 最 大 ３ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 ３ ５ ０ Ｋ よ り も 上 で フ ェ リ 磁 性 ま た は フ ェ ロ 磁 性 の 秩 序
を 有 し な い 元 素 の 配 合 物 を 含 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 材 料 Ｂ の 最 大 ２ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 １ Ｋ ～ ３ ５ ０ Ｋ の 温 度 範 囲 に お け る 少 な く と も １ つ の 所
定 温 度 で 磁 気 秩 序 を 有 す る 元 素 の 配 合 物 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 材 料 Ｂ が 、 元 素 Ｆ ｅ 、 Ｃ ｏ 、 Ｎ ｉ 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｎ を 用 い て 形 成 さ れ た 群 ま た は 希 土 類 の 元
素 群 か ら の 配 合 物 を 含 有 し て い る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 材 料 Ａ が 、 少 な く と も ２ ５ ０ Ｋ ～ ３ ２ ０ Ｋ の 温 度 範 囲 に お い て フ ェ リ 磁 性 ま た は フ ェ ロ
磁 性 で あ っ て 、 少 な く と も １ ． ５ Ｔ ｅ ｓ ｌ ａ の 異 方 性 磁 界 強 度 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記
載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 材 料 Ａ が 、 元 素 Ｆ ｅ 、 Ｃ ｏ 、 Ｎ ｉ ま た は Ｃ ｒ を 含 有 し て お り 、 た だ し こ れ ら の 元 素 の 含
量 は 合 計 し て 少 な く と も ２ ０ ａ ｔ ． ％ で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 材 料 Ａ が 、 単 層 式 の 層 ま た は 層 複 合 体 と し て 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体
。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 材 料 Ａ の 少 な く と も ９ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 相 Ｆ ｅ Ｐ ｔ 、 Ｃ ｏ Ｐ ｔ 、 Ｆ ｅ Ｐ ｄ 、 Ｍ ｎ Ａ ｌ 、 Ｃ
ｒ Ｐ ｔ ３ 、 Ｃ ｏ ３ Ｐ ｔ 、 Ｓ ｍ ２ Ｃ ｏ ７ 、 Ｓ ｍ １ Ｃ ｏ ５ 、 Ｓ ｍ １ Ｃ ｏ ７ 、 Ｓ ｍ ２ Ｃ ｏ １ ７ 、
Ｓ ｍ ２ Ｆ ｅ １ ７ Ｎ ３ ま た は Ｎ ｄ ２ Ｆ ｅ １ ４ Ｂ を 主 体 と し て い る 、 請 求 項 １ ５ 記 載 の 磁 気 媒
体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 材 料 Ａ の 層 複 合 体 が 、 Ｃ ｏ ／ Ｐ ｄ 、 Ｃ ｏ ／ Ｐ ｔ 、 Ｆ ｅ ／ Ｐ ｔ ま た は Ｆ ｅ ／ Ｐ ｄ を 主 体 と
し て お り 、 た だ し 該 層 複 合 体 が 、 ３ ｎ ｍ よ り も 少 な い 周 期 性 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ５ 記
載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 材 料 Ａ の 最 大 ３ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 ３ ５ ０ Ｋ よ り も 上 で フ ェ ロ 磁 性 ま た は フ ェ リ 磁 性 の 秩 序
を 有 し な い 元 素 の 配 合 物 を 含 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 材 料 Ａ が 、 元 素 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｚ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｏ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｐ ま た は Ｎ を 用 い て 形 成 さ れ た
群 か ら の 配 合 物 を 含 有 し て い る 、 請 求 項 １ ８ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 材 料 Ａ の 最 大 ３ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 元 素 Ｆ ｅ 、 Ｃ ｏ 、 Ｎ ｉ 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｎ を 用 い て 形 成 さ れ た
群 ま た は 希 土 類 の 元 素 群 か ら の 配 合 物 を 含 有 し て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 材 料 Ａ が グ ラ ニ ュ ラ ー 層 と し て 存 在 し て お り 、 た だ し 該 マ イ ク ロ 構 造 体 は 層 成 長 時 で も
、 あ と か ら の 構 造 化 方 法 に よ っ て も 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 材 料 Ａ が テ ク ス チ ャ 構 造 化 さ れ て い な い 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 材 料 Ａ が テ ク ス チ ャ 構 造 を 有 し て お り 、 該 テ ク ス チ ャ 構 造 に お い て 磁 化 容 易 軸 が 使 用 方
向 に 向 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 材 料 Ａ お よ び 材 料 Ｂ が 、 連 繋 し た 単 層 式 ま た は 多 層 式 の 層 の 形 で 存 在 し て い る 、 請 求 項
１ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 材 料 Ａ お よ び 材 料 Ｂ が 、 単 層 式 ま た は 多 層 式 の グ ラ ニ ュ ラ ー 層 の 形 で 存 在 し て お り 、 し
か も 該 層 に お い て 材 料 Ａ お よ び 材 料 Ｂ が 層 平 面 に お い て も 相 並 ん で 存 在 し て い る 、 請 求 項
１ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 材 料 Ａ と 材 料 Ｂ と が 、 交 換 結 合 に よ っ て 互 い に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒
体 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 材 料 Ａ と 材 料 Ｂ と が 、 静 磁 気 相 互 作 用 に よ っ て 互 い に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の
磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 材 料 Ａ と 材 料 Ｂ と の 間 の 結 合 の た め に １ 種 ま た は 数 種 の 付 加 的 な 材 料 が 存 在 し て い る 、
請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 材 料 Ａ お よ び 材 料 Ｂ が 、 軟 磁 性 的 な 基 層 、 種 子 層 お よ び 防 食 層 の よ う な 、 磁 気 記 憶 媒 体
の た め に 汎 用 の 別 の 機 能 材 料 と 結 合 さ れ て い る か 、 ま た は 該 機 能 材 料 に よ っ て 被 覆 さ れ て
い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 磁 気 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 少 な く と も ２ 種 の 互 い に 結 合 さ れ た 材 料 Aお よ び 材 料 Bを 有 す る 、 情 報 を 記 憶
す る た め の 磁 気 媒 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 磁 気 的 な デ ー タ 記 憶 の 場 合 、 情 報 密 度 を 増 大 さ せ る た め に 個 々 の ビ ッ ト の 大 き さ が ま す
ま す 減 じ ら れ つ つ あ る 。 こ れ に 伴 う 粒 度 低 減 の 際 に 超 常 磁 性 限 界 （ superparamagnetisch.
 Limit） を 回 避 し 、 か つ 熱 的 に 安 定 し た 磁 化 方 向 を 維 持 す る た め に は 、 よ り 大 き な 磁 気 結
晶 異 方 性 （ magnetokristallin. Anisotropie） を 有 す る 硬 磁 性 材 料 が 使 用 さ れ る 。 し か し
、 こ れ に よ り 保 磁 力 が 増 大 し 得 る の で 、 そ の 場 合 、 典 型 的 に は 最 大 ２ Ｔ ま で の 磁 界 を 発 生
さ せ る こ と の で き る 汎 用 の 記 録 ヘ ッ ド を 用 い た ス イ ッ チ ン グ は も は や 不 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ れ に も か か わ ら ず 、 こ れ ら の 材 料 を ス イ ッ チ ン グ す る こ と が で き る よ う に す る た め に
は 、 熱 ア シ ス ト 磁 気 記 録 が 開 発 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 記 憶 媒 体 が 局 所 的 に 加 熱 さ れ る の
で 、 ダ イ ナ ミ ッ ク 保 磁 力 は 記 録 磁 界 よ り も 下 へ 低 下 す る 。 特 に 成 功 が 見 込 ま れ て い る の は
、 た と え ば Ｆ ｅ Ｐ ｔ ／ Ｆ ｅ Ｒ ｈ か ら 成 る 交 換 結 合 さ れ た 層 で あ る （ Ｊ ． Ｔ ｈ ｉ ｅ ｌ ｅ ， Ｓ
． Ｍ ａ ａ ｔ ， Ｅ ． Ｆ ｕ ｌ ｌ ｅ ｒ ｔ ｏ ｎ 著 の 「 Ｆ ｅ Ｒ ｈ ／ Ｆ ｅ Ｐ ｔ 　 ａ ｎ ｔ ｉ ｆ ｅ ｒ ｒ ｏ ｍ
ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ／ ｆ ｅ ｒ ｒ ｏ ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ 　 ｅ ｘ ｃ ｈ ａ ｎ ｇ ｅ 　 ｓ ｐ ｒ ｉ ｎ ｇ 　 ｍ ｅ ｄ ｉ ａ 　
ｆ ｏ ｒ 　 ｔ ｈ ｅ ｒ ｍ ａ ｌ ｌ ｙ 　 ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ ｅ ｄ 　 ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 ｒ ｅ ｃ ｏ ｒ ｄ ｉ ｎ
ｇ 」 、 Ａ ｐ ｐ ｌ ． Ｐ ｈ ｙ ｓ ． Ｌ ｅ ｔ ｔ ． ８ ２ （ １ ７ ） 　 （ ２ ０ ０ ３ ） ２ ８ ５ ９ ） 。 こ の 場
合 、 Ｆ ｅ Ｐ ｔ は 硬 磁 性 材 料 と し て 磁 化 方 向 を 記 憶 し 、 Ｆ ｅ Ｒ ｈ は 、 反 強 磁 性 の 低 温 相 か ら
強 磁 性 の 高 温 相 へ の 一 次 の 相 転 移 を 有 す る と い う 極 め て 異 例 の 性 質 を 有 し て い る 。 残 留 デ
ー タ 記 憶 （ remanent. Datenspeicherung） が 転 移 温 度 よ り も 下 で 行 わ れ る の に 対 し て 、 記
録 の た め に は 記 憶 媒 体 は 短 時 間 、 局 所 的 に こ の 温 度 を 超 え て 加 熱 さ れ る 。 こ の 加 熱 は 精 密
に フ ォ ー カ ス さ れ た 付 加 的 な レ ー ザ ビ ー ム を 用 い て 実 施 さ れ る の で 大 き な 手 間 が か か る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 根 底 を 成 す 課 題 は 、 高 保 磁 力 の 磁 気 媒 体 が 汎 用 の 記 録 ヘ ッ ド を 用 い て 、 か つ 付
加 的 な 局 所 的 加 熱 な し に 記 録 さ れ 得 る よ う な 、 情 報 を 記 憶 す る た め の 磁 気 媒 体 を 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 課 題 は 本 発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も ２ 種 の 互 い に 結 合 さ れ た 材 料 Ａ お よ び 材 料 Ｂ を
有 し て お り 、 た だ し 材 料 Ａ は 硬 磁 性 材 料 で あ る 、 情 報 を 記 憶 す る た め の 磁 気 媒 体 に お い て
、 材 料 Ｂ が 、 磁 界 中 で メ タ 磁 性 挙 動 を 有 す る 材 料 で あ り 、 た だ し 該 材 料 の メ タ 磁 性 挙 動 は
、 ０ ～ １ ０ Ｔ ｅ ｓ ｌ ａ の 外 部 磁 界 の 繰 り 返 さ れ た 通 過 の 後 で も 、 ３ Ｔ ｅ ｓ ｌ ａ よ り も 下 の
少 な く と も １ つ の 所 定 の 磁 界 強 度 に お い て 、 過 比 例 的 （ ueberproportional） で あ り か つ
正 の 湾 曲 を 有 す る 、 磁 界 に 関 連 し た 磁 化 の 増 大 が 発 生 す る こ と に あ る こ と を 特 徴 と す る 、
情 報 を 記 憶 す る た め の 磁 気 媒 体 に よ り 解 決 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な メ タ 磁 性 挙 動 を 有 す る 材 料 は 、 た と え ば Ｅ ． Ｓ ｔ ｒ ｙ ｊ ｅ ｗ ｓ ｋ ｉ 、 Ｎ ． Ｇ
ｉ ｏ ｒ ｄ ａ ｎ ｏ 著 の 「 Ｍ ｅ ｔ ａ ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ｉ ｓ ｍ 」 、 Ａ ｄ ｖ ． Ｐ ｈ ｙ ｓ ． ２ ６ （ ５ ） 　
（ １ ９ ７ ７ ） ４ ８ ７ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 記 憶 媒 体 は 公 知 の 磁 気 記 憶 媒 体 に 比 べ て 幾 つ か の 著 し い 利 点 を 有 し て い る
。 本 発 明 に よ り 規 定 さ れ た メ タ 磁 性 材 料 Ｂ に お い て 、 外 部 磁 界 を 介 し て 磁 化 に 影 響 を 与 え
て 、 当 該 材 料 が 特 定 の 温 度 範 囲 に お い て 低 い 磁 化 の 状 態 （ 反 強 磁 性 ま た は 常 磁 性 ） か ら 高
い 磁 化 の 状 態 （ フ ェ リ 磁 性 ま た は フ ェ ロ 磁 性 ） へ 転 移 す る よ う に す る こ と が で き る こ と が
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特 に 有 利 で あ る 。 し た が っ て 、 付 加 的 な レ ー ザ ビ ー ム を 用 い た 手 間 の か か る 付 加 的 な 加 熱
を 不 要 に す る こ と が で き 、 汎 用 の 記 録 ヘ ッ ド を 用 い て フ ェ ロ 磁 性 状 態 を 誘 導 す る こ と が で
き る 。 記 録 過 程 の 後 に 、 メ タ 磁 性 層 は 再 び 低 い 磁 化 の 状 態 へ 転 移 す る の で 、 熱 安 定 性 は そ
れ ほ ど 大 き く 減 じ ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 記 憶 媒 体 は 以 下 の よ う に 変 え ら れ て 有 利 に か つ ／ ま た は 合 目 的 的 に 形 成 さ
れ て い て よ い ：
　 材 料 Ｂ が 、 一 次 ま た は 二 次 の 、 磁 界 に よ り 誘 導 さ れ た 相 転 移 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 材 料 Ｂ が 、 ２ ５ ０ Ｋ ～ ４ ０ ０ Ｋ の 温 度 範 囲 で 、 磁 気 秩 序 （ magnetisch. Ordnung） の 変
化 を 伴 う 少 な く と も １ つ の 相 転 移 を 有 し て お り 、 該 相 転 移 の 転 移 温 度 が 、 外 部 磁 界 に よ っ
て 少 な く と も １ Ｋ ／ Ｔ ｅ ｓ ｌ ａ だ け 可 変 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 材 料 Ｂ は 少 な く と も ２ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 １ Ｋ ～ ３ ５ ０ Ｋ の 温 度 範 囲 に お け る 少 な く と も １
つ の 所 定 温 度 で 磁 気 秩 序 を 有 す る 元 素 か ら 成 っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 材 料 Ｂ が 、 ホ イ ス ラ 合 金 、 マ ン ガ ネ ー ト （ Manganaten） ま た は ラ ン タ ネ ー ト （ Lanthana
ten） を 主 体 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 材 料 Ｂ が 、 最 大 １ ０ ａ ｔ ． ％ ま で の 組 成 の バ リ エ ー シ ョ ン に よ っ て 相 Ｙ Ｃ ｏ ２ を 主 体 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 材 料 Ｂ が 、 最 大 １ ０ ａ ｔ ． ％ ま で の 組 成 の バ リ エ ー シ ョ ン に よ っ て ｘ ＞ ０ ． ８ を 有 す る
相 Ｇ ｄ ５ （ Ｓ ｉ ｘ Ｇ ｅ １ － ｘ ） ４ を 主 体 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 材 料 Ｂ が 、 最 大 １ ０ ａ ｔ ． ％ ま で の 組 成 の バ リ エ ー シ ョ ン に よ っ て ｘ ＜ ０ ． ２ を 有 す る
相 Ｈ ｆ １ － ｘ Ｔ ａ ｘ Ｆ ｅ ２ を 主 体 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 材 料 Ｂ が 、 最 大 １ ０ ａ ｔ ． ％ ま で の 組 成 の バ リ エ ー シ ョ ン に よ っ て 相 Ｎ ｉ ２ Ｍ ｎ Ｇ ａ を
主 体 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 材 料 Ｂ は 最 大 ３ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 ３ ５ ０ Ｋ よ り も 上 で フ ェ リ 磁 性 ま た は フ ェ ロ 磁 性 の 秩 序
を 有 し な い 元 素 の 配 合 物 を 含 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 材 料 Ｂ は 最 大 ２ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 １ Ｋ ～ ３ ５ ０ Ｋ の 温 度 範 囲 に お け る 少 な く と も １ つ の 所
定 温 度 で 磁 気 秩 序 を 有 す る 元 素 の 配 合 物 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 材 料 Ｂ が 、 元 素 Ｆ ｅ 、 Ｃ ｏ 、 Ｎ ｉ 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｎ を 用 い て 形 成 さ れ た 群 ま た は 希 土 類 の 元
素 群 か ら の 配 合 物 を 含 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 材 料 Ａ が 、 少 な く と も ２ ５ ０ Ｋ ～ ３ ２ ０ Ｋ の 温 度 範 囲 に お い て フ ェ リ 磁 性 ま た は フ ェ ロ
磁 性 で あ っ て 、 少 な く と も １ ． ５ Ｔ ｅ ｓ ｌ ａ の 異 方 性 磁 界 強 度 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 材 料 Ａ が 、 元 素 Ｆ ｅ 、 Ｃ ｏ 、 Ｎ ｉ ま た は Ｃ ｒ を 含 有 し て お り 、 た だ し こ れ ら の 元 素 の 含
量 は 合 計 し て 少 な く と も ２ ０ ａ ｔ ． ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 材 料 Ａ が 、 単 層 式 の 層 ま た は 層 複 合 体 と し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 材 料 Ａ は 少 な く と も ９ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 相 Ｆ ｅ Ｐ ｔ 、 Ｃ ｏ Ｐ ｔ 、 Ｆ ｅ Ｐ ｄ 、 Ｍ ｎ Ａ ｌ 、 Ｃ
ｒ Ｐ ｔ ３ 、 Ｃ ｏ ３ Ｐ ｔ 、 Ｓ ｍ ２ Ｃ ｏ ７ 、 Ｓ ｍ １ Ｃ ｏ ５ 、 Ｓ ｍ １ Ｃ ｏ ７ 、 Ｓ ｍ ２ Ｃ ｏ １ ７ 、
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Ｓ ｍ ２ Ｆ ｅ １ ７ Ｎ ３ ま た は Ｎ ｄ ２ Ｆ ｅ １ ４ Ｂ を 主 体 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 層 複 合 体 の 場 合 で は 、 材 料 Ａ が 、 Ｃ ｏ ／ Ｐ ｄ 、 Ｃ ｏ ／ Ｐ ｔ 、 Ｆ ｅ ／ Ｐ ｔ ま た は Ｆ ｅ ／ Ｐ
ｄ を 主 体 と し て お り 、 た だ し 該 層 複 合 体 は ３ ｎ ｍ よ り も 少 な い 周 期 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 材 料 Ａ は 最 大 ３ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 ３ ５ ０ Ｋ よ り も 上 で フ ェ ロ 磁 性 ま た は フ ェ リ 磁 性 の 秩 序
を 有 し な い 元 素 の 配 合 物 を 含 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 材 料 Ａ が 、 元 素 Ｐ ｔ 、 Ｃ ｒ 、 Ｚ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｏ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｐ ま た は Ｎ を 用 い て 形 成 さ れ た
群 か ら の 配 合 物 を 含 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 材 料 Ａ は 最 大 ３ ０ ａ ｔ ． ％ が 、 元 素 Ｆ ｅ 、 Ｃ ｏ 、 Ｎ ｉ 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｎ を 用 い て 形 成 さ れ た
群 ま た は 希 土 類 の 元 素 群 か ら の 配 合 物 を 含 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 材 料 Ａ が グ ラ ニ ュ ラ ー 層 と し て 存 在 し て お り 、 た だ し 該 マ イ ク ロ 構 造 体 は 層 成 長 の 間 で
も 、 あ と か ら の 構 造 化 方 法 に よ っ て も 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 材 料 Ａ が テ ク ス チ ャ 構 造 化 さ れ て い な い か 、 ま た は テ ク ス チ ャ 構 造 （ Textur） を 有 し て
お り 、 該 テ ク ス チ ャ 構 造 に お い て 磁 化 容 易 軸 が 使 用 方 向 に 向 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 材 料 Ａ お よ び 材 料 Ｂ が 、 連 繋 し た 単 層 式 ま た は 多 層 式 の 層 の 形 で 存 在 し て い る か 、 ま た
は 材 料 Ａ お よ び 材 料 Ｂ が 、 単 層 式 ま た は 多 層 式 の グ ラ ニ ュ ラ ー 層 の 形 で 存 在 し て お り 、 し
か も 該 層 に お い て 材 料 Ａ お よ び 材 料 Ｂ が 層 平 面 に お い て も 相 並 ん で 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 材 料 Ａ と 材 料 Ｂ と が 、 交 換 結 合 に よ っ て 互 い に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 材 料 Ａ と 材 料 Ｂ と が 、 静 磁 気 相 互 作 用 に よ っ て 互 い に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 材 料 Ａ と 材 料 Ｂ と の 間 の 結 合 の た め に １ 種 ま た は 数 種 の 付 加 的 な 材 料 が 存 在 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 材 料 Ａ お よ び 材 料 Ｂ が 、 軟 磁 性 的 な 基 層 、 種 子 層 お よ び 防 食 層 の よ う な 、 磁 気 記 憶 媒 体
の た め に 汎 用 の 別 の 機 能 材 料 と 結 合 さ れ て い る か 、 ま た は 該 機 能 材 料 に よ っ て 被 覆 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 材 料 Ａ と 材 料 Ｂ と の 間 に 、 Ｍ ｇ Ｏ か ら 成 る 種 子 層 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 材 料 Ａ お よ び ／ ま た は 材 料 Ｂ が 、 ダ イ ア モ ン ド に 類 似 の 炭 素 か ら 成 る 保 護 層 に よ っ て 被
覆 さ れ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 図 面 に つ き 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 例 １
　 図 １ に 示 し た 磁 気 媒 体 で は 、 ガ ラ ス か ら 成 る 基 板 １ に 、 材 料 Ｂ を 体 現 す る Ｈ ｆ ０ ． ７ Ｔ
ａ ０ ． ３ Ｆ ｅ ２ か ら 成 る 約 ５ ０ ｎ ｍ の 厚 さ の 連 繋 し た メ タ 磁 性 層 ２ が 被 着 さ れ て い る 。 こ
の 材 料 お よ び そ の 性 質 に つ い て は 、 Ｈ ． Ｇ ． Ｍ ． Ｄ ｕ ｉ ｊ ｎ 、 Ｅ ． Ｂ ｒ ｕ ｅ ｃ ｋ 、 Ａ ． Ａ
． Ｍ ｅ ｎ ｏ ｖ ｓ ｋ ｙ 、 Ｋ ． Ｈ ． Ｊ ． Ｂ ｕ ｓ ｃ ｈ ｏ ｗ 、 Ｆ ． Ｒ ． ｄ ｅ 　 Ｂ ｏ ｅ ｒ 、 Ｒ ． Ｃ ｏ
ｅ ｈ ｏ ｏ ｒ ｎ 、 Ｍ ． Ｗ ｉ ｎ ｋ ｅ ｌ ｍ ａ ｎ ｎ お よ び Ｋ ． Ｓ ｉ ｅ ｍ ｅ ｎ ｓ ｍ ｅ ｙ ｅ ｒ 著 の 「 Ｍ
ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 ａ ｎ ｄ 　 ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｐ ｏ ｒ ｔ 　 ｐ ｒ ｏ ｐ ｅ ｒ ｔ ｉ ｅ ｓ 　 ｏ ｆ 　 ｔ ｈ ｅ 　
ｉ ｔ ｉ ｎ ｅ ｒ ａ ｎ ｔ 　 ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｎ 　 ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ 　 Ｈ ｆ １ － ｘ Ｔ ａ ｘ Ｆ ｅ ２ 」 、 Ｊ
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． Ａ ｐ ｐ ｌ ． Ｐ ｈ ｙ ｓ ． ８ １ （ ８ ） 　 （ １ ９ ９ ７ ） ４ ２ １ ８ に 詳 し く 説 明 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の メ タ 磁 性 層 ２ の 上 に は 、 約 １ ０ ｎ ｍ の 厚 さ の グ ラ ニ ュ ラ ー 層 ３ が 配 置 さ れ て い る 。
こ の 層 ３ は 硬 磁 性 挙 動 を 有 し か つ 材 料 Aを 体 現 し て い る 。 こ の グ ラ ニ ュ ラ ー 層 ３ は 垂 直 記
録 （ Perpendicular Recording） の た め に テ ク ス チ ャ 構 造 化 さ れ て い る の で 、 磁 化 容 易 軸
（ 図 １ に 二 重 矢 印 に よ り 示 す ） は 基 板 １ に 対 し て 垂 直 に 向 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 グ ラ ニ ュ ラ ー 層 ３ の 粒 子 は 、 Ｆ ｅ ５ ０ ａ ｔ ． ％ お よ び Ｐ ｔ ５ ０ ａ ｔ ． ％ を 有 す る Ｆ ｅ Ｐ
ｔ 主 体 の 合 金 か ら 成 っ て い る 。 Ｆ ｅ Ｐ ｔ 化 合 物 が Ｌ １ ０ 型 規 則 構 造 を 有 し て い る と 、 ５ Ｔ
ｅ ｓ ｌ ａ を 超 え る 極 め て 高 い 保 磁 力 を 達 成 す る こ と が で き る （ Ｍ ． Ｗ ｅ ｉ ｓ ｈ ｅ ｉ ｔ 、 Ｌ
． Ｓ ｃ ｈ ｕ ｌ ｔ ｚ 、 Ｓ ． Ｆ ａ ｅ ｈ ｌ ｅ ｒ 著 の 「 Ｔ ｅ ｘ ｔ ｕ ｒ ｅ ｄ 　 ｇ ｒ ｏ ｗ ｔ ｈ 　 ｏ ｆ 　
ｈ ｉ ｇ ｈ ｌ ｙ 　 ｃ ｏ ｅ ｒ ｃ ｉ ｖ ｅ 　 Ｌ １ ０ 　 ｏ ｒ ｄ ｅ ｒ ｅ ｄ 　 Ｆ ｅ Ｐ ｔ 　 ｔ ｈ ｉ ｎ 　 ｆ ｉ
ｌ ｍ ｓ 　 ｏ ｎ 　 ｓ ｉ ｎ ｇ ｌ ｅ 　 ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ ｌ ｉ ｎ ｅ 　 ａ ｎ ｄ 　 ａ ｍ ｏ ｒ ｐ ｈ ｏ ｕ ｓ 　
ｓ ｕ ｂ ｓ ｔ ｒ ａ ｇ ｅ ｓ 」 、 Ｊ ． Ａ ｐ ｐ ｌ ． Ｐ ｈ ｙ ｓ ． （ ２ ０ ０ ３ ） 、 ｉ ｍ 　 Ｄ ｒ ｕ ｃ ｋ ）
。 規 則 化 調 節 の た め に 必 要 と な る 温 度 の 低 下 の た め に は 、 当 該 材 料 Ａ に Ｃ ｕ ５ ａ ｔ ． ％ お
よ び Ｂ ２ ａ ｔ ． ％ が 配 合 さ れ て い て も よ い 。 Ｆ ｅ Ｐ ｔ と は 混 合 し な い こ れ ら の 非 磁 性 元 素
が 硬 磁 性 粒 子 の 間 に 存 在 し て い る と 、 こ れ ら の 元 素 は 粒 子 の 磁 気 的 な 分 離 の た め に 働 く こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 グ ラ ニ ュ ラ ー 層 ３ の 粒 子 は 横 方 向 に 約 ５ ｎ ｍ の 延 在 長 さ を 有 し て お り 、 こ れ に よ っ て 超
常 磁 性 限 界 よ り も 少 し だ け 上 に 位 置 し て い る 。 こ れ ら の 粒 子 は 、 約 １ ｎ ｍ の 幅 の 狭 い ギ ャ
ッ プ に よ っ て 互 い に 磁 気 的 に 分 離 さ れ て い る 。 材 料 組 合 せ Ｆ ｅ Ｐ ｔ お よ び Ｈ ｆ １ － ｘ Ｔ ａ

ｘ Ｆ ｅ ２ は 、 両 材 料 が 酸 化 に 対 し て 比 較 的 安 定 的 で あ る の で 、 事 情 に よ っ て は 保 護 層 を 不
要 に す る こ と が で き る と い う 利 点 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ に 示 し た 磁 気 媒 体 に お け る 情 報 の 記 憶 は 、 図 示 さ れ て い な い 書 込 み ヘ ッ ド も し く は
記 録 ヘ ッ ド を 用 い て 、 そ の 磁 界 Ｈ に よ っ て 行 わ れ る 。 こ の 磁 界 Ｈ の 方 向 は グ ラ ニ ュ ラ ー 層
３ の 上 に 二 重 矢 印 に よ り 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ に は 、 テ ク ス チ ャ 構 造 化 さ れ た 硬 質 磁 石 と し て 、 大 き な 保 磁 力 Ｈ ｃ と 、 高 い 残 留 磁
化 （ Remanenz） と を 有 す る 、 開 か れ た ヒ ス テ リ シ ス を 有 す る 、 グ ラ ニ ュ ラ ー 層 ３ の 材 料 Ａ
に お け る 磁 化 曲 線 が 示 さ れ て い る 。 メ タ 磁 性 層 ２ の 材 料 Ｂ の 概 略 化 さ れ た 磁 化 曲 線 も 書 き
込 ま れ て お り 、 こ の 磁 化 曲 線 で は 、 磁 化 が 磁 界 に 対 し て 過 比 例 的 に 増 大 し て い る 。 一 次 転
移 の た め に 典 型 的 で あ る の は 、 一 般 に 転 移 磁 界 Ｈ ０ と し て 取 ら れ る 磁 化 曲 線 中 の 反 転 点 で
あ る 。 材 料 Ｂ も や は り ヒ ス テ リ シ ス を 有 し て い て よ い 。 し か し 、 こ の ヒ ス テ リ シ ス は 第 １
象 限 に お け る 質 的 経 過 を 変 え な い 。 材 料 Ｂ 中 に 磁 壁 （ Domaenenwaende） を 発 生 さ せ る た め
に 外 部 磁 界 が 十 分 で あ る と 、 磁 壁 は 、 た と え ば 交 換 結 合 （ Ｅ ． Ｆ ． Ｋ ｎ ｅ ｌ ｌ ｅ ｒ ， 「 Ｔ
ｈ ｅ 　 Ｅ ｘ ｃ ｈ ａ ｎ ｇ ｅ － Ｓ ｐ ｒ ｉ ｎ ｇ 　 Ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ： Ａ 　 Ｎ ｅ ｗ 　 Ｍ ａ ｔ ｅ ｒ ｉ ａ ｌ
　 Ｐ ｒ ｉ ｎ ｃ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ｆ ｏ ｒ 　 Ｐ ｅ ｒ ｍ ａ ｎ ｅ ｎ ｔ 　 Ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ 」 ， Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ 　 Ｔ ｒ
ａ ｎ ｓ ． Ｍ ａ ｇ ． ２ ７ （ ４ ） 　 （ １ ９ ９ １ ） 　 ３ ５ ８ ８ ） を 介 し て 材 料 Ａ に お け る 核 生 成
種 子 （ Nukleationskeime） と し て 作 用 し 、 こ う し て ス イ ッ チ ン グ を 生 ぜ し め る こ と が で き
る 。 し た が っ て 、 材 料 Ａ と 材 料 Ｂ と の 結 合 は 層 複 合 体 の ス イ ッ チ ン グ 磁 界 を Ｈ ｃ か ら Ｈ ０

も し く は Ｈ ０ 近 傍 の 磁 界 へ 減 少 さ せ る こ と が 望 ま し い 。 転 移 磁 界 Ｈ ０ は 材 料 Ａ の 漂 遊 磁 界
の 上 に 位 置 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の 漂 遊 磁 界 は 飽 和 磁 化 に よ り 制 限 さ れ て い る の で 、 残
留 状 態 で は 材 料 Ｂ に お け る 著 し い 磁 化 は 誘 導 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ に は 、 磁 気 媒 体 の ス イ ッ チ ン グ 挙 動 が 示 さ れ て い る 。 矢 印 に よ り 磁 化 方 向 が 示 さ れ
て い る 。 図 ３ の 左 側 の 図 に は 、 外 部 磁 界 な し の 残 留 状 態 が 描 か れ て お り 、 こ の 場 合 、 硬 磁
性 材 料 Ａ だ け が 残 留 磁 化 を 有 し て お り 、 こ の 残 留 磁 化 は 熱 揺 ら ぎ に 抵 抗 す る こ と が で き る
。 図 ３ の 真 ん 中 の 図 で は 、 外 部 磁 界 が 記 録 の た め に 転 移 磁 界 Ｈ ０ の オ ー ダ で 印 加 さ れ る 。
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こ れ に よ り 、 メ タ 磁 性 材 料 Ｂ に 磁 気 モ ー メ ン ト が 誘 導 さ れ る 。 図 ３ の 右 側 の 図 で は 、 ス イ
ッ チ ン グ さ れ た 状 態 が 示 さ れ て お り 、 こ の 状 態 は 前 記 層 複 合 体 に お い て 、 材 料 Ａ の 個 別 層
の Ｈ ｃ よ り も 著 し く 下 の 磁 界 で 既 に 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 例 ２
　 図 ４ に は 、 例 １ に 対 し て 択 一 的 な 記 憶 媒 体 の 別 の 構 造 が 図 示 さ れ て い る 。 こ の 構 造 で は
、 硬 磁 性 材 料 Ａ か ら 成 る 層 ５ と 、 メ タ 磁 性 材 料 Ｂ か ら 成 る 層 ６ と の 間 に 付 加 的 な 種 子 層 ４
が 存 在 し て い る 。 層 ５ は Ｆ ｅ Ｐ ｔ 主 体 合 金 か ら 成 っ て お り 、 層 ６ は Ｈ ｆ ０ ． ７ Ｔ ａ ０ ． ３

Ｆ ｅ ２ か ら 成 っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 種 子 層 ４ は ３ ｎ ｍ の 厚 さ を 有 し て い て 、 Ｍ ｇ Ｏ か ら 成 っ て い る 。 種 子 層 ４ は Ｆ ｅ Ｐ ｔ 層
５ に （ ０ ０ １ ） テ ク ス チ ャ 構 造 を 形 成 す る た め に 働 く 。 種 子 層 ４ は さ ら に 、 絶 縁 さ れ た 粒
子 の グ ラ ニ ュ ラ ー 成 長 を 生 ぜ し め る 。 な ぜ な ら ば 、 Ｆ ｅ Ｐ ｔ に よ っ て Ｍ ｇ Ｏ が 湿 潤 さ れ な
い か ら で あ る 。 材 料 Ａ と 材 料 Ｂ と の 間 の 結 合 は 静 磁 気 相 互 作 用 に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 記 憶 媒 体 と し て は 、 本 発 明 に よ り 規 定 さ れ て い る 別 の 材 料 組 合 せ Ａ お よ び Ｂ を 使 用 す る
こ と も で き る 。 す な わ ち 、 材 料 Ａ 自 体 が 層 パ ッ ケ ー ジ か ら 形 成 さ れ て い て よ い 。 材 料 Ａ は
、 た と え ば １ つ の 単 層 Ｃ ｏ と ２ つ の 単 層 Ｐ ｄ と の 繰 り 返 さ れ た 層 列 か ら 成 っ て い て も よ い
。 こ の よ う な 層 列 は 、 Ｇ ． Ｈ ． Ｏ ． Ｄ ａ ａ ｌ ｄ ｅ ｒ ｏ ｐ ， 　 Ｐ ． Ｊ ． Ｋ ｅ ｌ ｌ ｙ お よ び Ｍ
． Ｆ ． Ｈ ． Ｓ ｃ ｈ ｕ ｕ ｒ ｍ ａ ｎ ｓ 著 の 「 Ｆ ｉ ｒ ｓ ｔ － ｐ ｒ ｉ ｎ ｃ ｉ ｐ ｌ ｅ ｓ 　 ｃ ａ ｌ ｃ ｕ
ｌ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ｏ ｆ 　 ｔ ｈ ｅ 　 ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 ａ ｎ ｉ ｓ ｏ ｔ ｒ ｏ ｐ ｙ 　 ｅ ｎ ｅ ｒ ｇ ｙ
　 ｏ ｆ 　 （ Ｃ ｏ ） ｎ ／ （ Ｘ ） ｍ 　 ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ｓ 」 、 Ｐ ｈ ｙ ｓ ． Ｒ ｅ ｖ ． Ｂ 　 ４
２ （ １ ９ ９ ０ ） 　 ７ ２ ７ ０ に 記 載 さ れ て い る 。 分 離 性 の 種 子 層 の 使 用 に 基 づ き 、 相 対 的 に
反 応 性 で あ る 材 料 Ｂ と し て Ｎ ｉ ２ Ｍ ｎ Ｇ ａ の 使 用 も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 例 ３
　 本 発 明 に よ り 特 に 適 し て い る の は 、 多 数 の 合 金 元 素 を 同 時 に 有 し て い る 材 料 組 合 せ で あ
る 。 こ れ に 相 応 し て 、 図 ５ に 示 し た 配 置 に 関 連 し た こ の 例 で は 、 硬 磁 性 材 料 Ａ が Ｓ ｍ Ｃ ｏ

５ か ら 成 っ て お り 、 メ タ 磁 性 材 料 Ｂ が Ｙ Ｃ ｏ ２ か ら 成 っ て い る 。 こ の 場 合 、 Ｓ ｍ Ｃ ｏ ５ で
は 、 ３ ５ Ｔ の 極 め て 高 い 異 方 性 磁 界 に よ り 、 ４ ｎ ｍ よ り も 下 の 寸 法 を 有 す る 粒 子 が 可 能 と
な り 、 こ の よ う な 粒 子 は 超 常 磁 性 限 界 に 抵 抗 す る こ と が で き る 。 そ れ に も か か わ ら ず 磁 化
を ス イ ッ チ ン グ で き る よ う に す る た め に は 、 メ タ 磁 性 材 料 と し て Ｙ Ｃ ｏ ２ か ら 引 き 出 さ れ
た 化 合 物 （ Ｈ ． Ｙ ａ ｍ ａ ｄ ａ 著 「 Ｍ ｅ ｔ ａ ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ａ
ｎ ｄ 　 Ｓ ｕ ｓ ｃ ｅ ｐ ｔ ｉ ｂ ｉ ｌ ｉ ｔ ｙ 　 Ｍ ａ ｘ ｉ ｍ ｕ ｍ 　 ｉ ｎ 　 ａ ｎ 　 Ｉ ｔ ｉ ｎ ｅ ｒ ａ ｎ
ｔ － Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｎ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ 」 ， Ｐ ｈ ｙ ｓ ． Ｒ ｅ ｖ ． Ｂ 　 ４ ７ （ １ ７ ） 　 （ １ ９
９ ３ ） 　 １ １ ２ １ １ ） が 使 用 さ れ る 。 こ の よ う な 化 合 物 の 転 移 磁 界 Ｈ ｏ は 僅 か 数 ％ の Ａ ｌ
の 配 合 に よ っ て 劇 的 に 低 減 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 Ｓ ｍ Ｃ ｏ ５ の テ ク ス チ ャ 構 造 は 、 磁 化 容 易 軸 で あ る ｃ 軸 が フ ィ ル ム 平 面 （ 膜 面 ） に 位 置
す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の こ と は 、 こ の 材 料 に よ り 優 先 さ れ た 成 長 方 向 で あ る の で
、 長 手 記 録 ジ オ メ ト リ が 使 用 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 基 板 は 、 酸 素 不 含 の 高 強 度 の ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 腐 食 防 止 の た め に は 、 前 記 層 が 、 ２ ｎ ｍ の 厚 さ の ダ イ ア モ ン ド 類 似 の 炭 素 層 か ら 成 る 保
護 層 を 備 え て い て よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 メ タ 磁 性 材 料 Ｂ は こ の 例 で は 、 硬 磁 性 材 料 Ａ の 粒 子 の 間 の ３ ｎ ｍ の 幅 の 範 囲 に 位 置 し て
い る 。 し た が っ て 、 外 部 磁 界 な し で は 粒 子 は 磁 気 的 に 互 い に 分 離 さ れ て お り 、 外 部 磁 界 が
印 加 さ れ る と 、 部 分 的 な 結 合 が 行 わ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
　 例 ４
　 図 ６ に 示 し た 長 手 記 録 媒 体 は 、 反 強 磁 性 結 合 さ れ た 層 パ ッ ケ ー ジ を 用 い て 形 成 さ れ て い
る 。 層 パ ッ ケ ー ジ を 用 い て 、 周 知 の よ う に 保 磁 力 の 増 大 な し に 改 善 さ れ た 熱 安 定 性 が 達 成
さ れ る （ Ｊ ． Ｌ ｏ ｈ ａ ｕ ， Ａ ． Ｍ ｏ ｓ ｅ ｒ ， Ｄ ． Ｔ ． Ｍ ａ ｒ ｇ ｕ ｌ ｉ ｅ ｓ ， Ｅ ． Ｅ ． Ｆ ｕ
ｌ ｌ ｅ ｒ ｔ ｏ ｎ ， Ｍ ． Ｅ ． Ｓ ｃ ｈ ａ ｂ ｅ ｓ 著 「 Ｄ ｙ ｎ ａ ｍ ｉ ｃ 　 ｃ ｏ ｅ ｒ ｃ ｉ ｖ ｉ ｔ ｙ 　
ｍ ｅ ａ ｓ ｕ ｒ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ｓ 　 ｏ ｆ 　 ａ ｎ ｔ ｉ ｆ ｅ ｒ ｒ ｏ ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ ｌ ｙ 　 ｃ ｏ
ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 ｍ ａ ｇ ｎ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 ｍ ｅ ｄ ｉ ａ 　 ｌ ａ ｙ ｅ ｒ ｓ 」 ， Ａ ｐ ｐ ｌ ． Ｐ ｈ ｙ ｓ ． Ｌ
ｅ ｔ ｔ ． ７ ８ （ １ ８ ） 　 （ ２ ０ ０ １ ） 　 ２ ７ ４ ８ ） 。 情 報 は こ の 場 合 、 よ り 厚 い 上 側 の 層
Ａ の 漂 遊 磁 界 に よ っ て 読 み 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 中 間 層 Ｂ は こ の 記 憶 媒 体 の 場 合 、 通 常 通 り に 常 磁 性 で は な く 、 む し ろ 本 発 明 に よ れ ば メ
タ 磁 性 特 性 を 有 し て い る 。 外 部 磁 界 に よ り 、 書 込 み 時 も し く は 記 録 時 に 材 料 Ｂ に 磁 化 が 誘
導 さ れ る の で 、 両 硬 磁 性 層 の 反 強 磁 性 結 合 は も は や 促 進 さ れ な く な り 、 磁 化 の 平 行 な 向 き
が 促 進 さ れ る 。 し た が っ て 、 不 安 定 な 中 間 状 態 が 発 生 し 、 こ の よ う な 中 間 状 態 は 外 部 磁 界
に 対 し て 、 磁 化 方 向 を 変 え る こ と を 一 層 容 易 に さ せ る 。 し た が っ て 、 記 録 磁 界 は 一 層 減 じ
ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 垂 直 記 録 の た め の 磁 気 媒 体 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 磁 化 曲 線 を 有 す る 線 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 磁 気 媒 体 の ス イ ッ チ ン グ 挙 動 を ３ つ の 段 階 で 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 付 加 的 な 種 子 層 を 備 え た 磁 気 媒 体 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 長 手 記 録 の た め の 磁 気 媒 体 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 層 パ ッ ケ ー ジ か ら 構 築 さ れ た 磁 気 媒 体 を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １ 　 基 板
　 ２ 　 メ タ 磁 性 層
　 ３ 　 グ ラ ニ ュ ラ ー 層
　 ４ 　 種 子 層
　 ５ 　 層
　 ６ 　 層
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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